


















































































Restoration of a Manchurian Shrine
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障子を立てる。正面に
は木階もあったようだ。�
　一方、拝殿は切妻造
平入で、屋根は銅板葺
の軒先を少し反らせる。
正面間口を柱間五間に
分割し、中央の三間に
観音開きの扉を建て込
み、両脇間は格子窓で
あった。両側面は柱間
を三間に分割し、中央
間に観音開きの扉、両
脇間を板壁とする。�
　本殿・拝殿を結ぶ幣殿部分は両下造で、
銅板葺。本殿に向かい幣殿右奥を祭器庫、
左奥を神饌所にあて、残る部分を祝詞舎
にしていたようだ。神饌所などがある側
面には千本格子の窓が付けられている。
また、拝殿および幣殿部分は土間で石を
四半敷にしていたようである。�
　以上のように神廟を立体的に復原した
ものが図1である。本殿は、天照大神を
祀っているにも関わらず、神明造ではな
い。日本国内では余り例を見ない切妻造
妻入の本殿である。その本殿と切妻造平
入拝殿とを両下造幣殿で繋いだ複合社殿
で、主に檜材によって建てられている。
古写真や復原図などをみる限り、中国的
な意匠はほとんど見当たらない。寒冷地
である満洲の地を考慮して、幣・拝殿を
土足にした点を除けば、極めて日本的な
建築様式で建てられていたといえよう。�
�
　当時溥儀は、天皇と同様な権威を得た
いがため、自らの拠り所であった清朝の
祖神を祀ることさえ放棄し、天皇家の祖
神である天照大神を建国の神として祀り、
日本の神道を国教とするなど、過剰なま
でに天皇と同化しようとしていた。その
溥儀が創建した神廟であれば、中国的な
要素を混じえず、極めて日本的な建築様
式で建てられたことは当然の帰結といえ
ようか。�
（1）�嵯峨井建「建国神廟と建国忠霊廟の創建」『神道宗教』156号、1994年9月。
島川雅史「現人神と八紘一宇の思想―満洲国建国神廟―」『史苑』43巻2号、
1984年3月。『満洲帝国皇帝陛下御訪日と建国神廟御創建』日満中央協会、
昭和16年1月。外島瀏『終戦秘話　満洲国祭祀府の最後―外山祭務処長手記
―』、昭和42年1月。八束清貫「満洲建国神廟仕末記」神社新報、昭和42年
6月3日。など。�
（2）�満洲帝国政府、『満洲建国十年史』、原書房、昭和44年3月。�
（3）�『建設年鑑、康徳十年版』（満洲帝国協和会、1943年）所収の建築局第一工
務處長、桑原英治「政府の営繕事業に就て」。 
（4）�『建設年鑑、康徳十年版』では、 本殿を流造とするが、後述するようにこれ
は誤り、本殿は切妻造妻入である。�
（5）�満洲国史編纂刊行会、『満洲国史』総論、満蒙同胞援護会、昭和45年6月。旧
満洲国関係者を中心に資料と証言をもとに編纂された。�
（6）�『満洲国史』には、内務省神社局営繕課長であった角南隆の設計とある。し
かし、前掲嵯峨井註1論文によると、実際には角南の命により谷重雄が全体
責任者となり、図面を引いたのは荻須左兵衛であったようだ。�
（7）�津田・中島三千男他「旧満洲国の『満鉄附属地神社』跡地調査からみた神社
の様相」（『年報  人類文化研究のための非文字文化資料の体系化』第4号、
2007年3月）。�
（8）�山内泰明『神社建築』神社新報社、昭和42年8月30日。序によると、山内氏
はかつて内務省神社局にあって全国の多数の神社の造営や修理に携わり、戦
後神宮司庁に移り営繕部長を務めた神社建築の権威。�
（9）�略平面をもとに、嵯峨井が前掲註1論文で平面を掲載しているが、内容は略
平面とほとんど変わらない。�
（10）�NHK、2002年1月8日放映〔その時歴史が動いた『ラストエンペラー最後の
日～「満州国」と皇帝・溥儀～』〕で紹介された写真。出典は未確認。�
図1
満洲国建国神廟　復原パース（作図：堀内晃寛）�
旧建国神廟礎石　略実測図�
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